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今
年
発
足
50
周
年
を
迎
え
る
福
井
県
本
部（
事
務
局
：
福
井
放
送
㈱
）は
、

作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
主
催
や「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
の
贈
呈
活
動
を
始
め
、

県
民
の
豊
か
な
心
づ
く
り
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

11
月
24
日（
金
）に
開
催
す
る「
令
和
5
年
度
全
国
表
彰
式
」に
て
、

中
央
本
部
よ
り
最
高
賞
で
あ
る「
小
さ
な
親
切
」運
動
大
賞
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

同
県
本
部
の
活
動
の
う
ち
、
他
県
に
類
の
な
い
特
に“
ス
ゴ
イ
〞と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

大
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
井
県
本
部
は

　
事
務
局
が
放
送
局
と
い
う
強
み
を
活

か
し
、
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か「
小
さ

な
親
切
」運
動
の
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
放
映
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｍ
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
の
た
め
、
運
動
推
進
に

よ
る
美
し
く
温
か
な
街
づ
く
り
を
呼
び

か
け
て
お
り
、
越
前
支
部
の
あ
い
さ
つ

運
動
、
敦
賀
支
部
の
会
員
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｔタ

ッ

プ

Ｈ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

が
紹
介
さ
れ
、
活
動
を
Ｐ
Ｒ
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で「
小
さ
な
親

切
」運
動
の
こ
と
を
知
る
機
会
が
多
い

の
も
、
活
動
が
県
内
へ

広
が
る
大
き
な
一
助
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
全
域
の
小
中
学
校
に
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
る
た
め
、
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
応
募
数
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

（
今
年
度
は
第
２
位
）。
さ
ら
に
、
応
募

数
を
県
内
の
児
童
生
徒
数
で
割
っ
た

「
応
募
率
」に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
福

井
県
は
毎
年
ダ
ン
ト
ツ
で
1
位
で
す
。

　
「
小
さ
な
親
切
」に
つ
い
て
の
作
文

を
書
い
て
み
よ
う
と
思
う
小
中
学
生
が

﹁
小
さ
な
親
切
﹂運
動

の
Ｃ
Ｍ
を
制
作

「小さな親切」で心からのおもてなしを
福井県本部　代表　池内昭彦	（福井放送㈱代表取締役社長）

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

"

応
募
率"

が
全
国
一

多
い
、
と
い
う
こ
と
は
日
頃
か
ら
親
切

や
思
い
や
り
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
、

す
な
わ
ち
親
切
な
方
が
多
く
、
身
近
な

親
切
を
見
つ
け
る
優
し
い
感
受
性
を

も
っ
た
子
ど
も
が
多
い
と
い
え
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
も
、
半
世
紀
に
わ
た
る
福
井
県

本
部
の「
小
さ

な
親
切
」
運
動

推
進
の
賜
物
と

い
え
る
で
し
ょ

う
。

終
し ま

い湯
静岡県 石井和子（80歳）

児童生徒数は文部科学省「学校基本調査」参照

こ
こ
が
ス
ゴ
イ
！

こ
こ
が
ス
ゴ
イ
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R5（2023）年度 R4（2022）年度 R3（2021）年度
都道府県名 応募率 都道府県名 応募率 都道府県名 応募率

1 福井県 7.8％ 1 福井県 7.7％ 1 福井県 11.4％
2 長野県 3.1％ 2 長野県 3.5％ 2 長野県 3.6％

3 徳島県 2.4％ 3 山形県 2.3％ 3 山形県 2.5％

　この度は、「小さな親切」運動大賞受賞の
栄誉に浴することができ、大変嬉しく思い
ます。心より御礼申し上げます。
　福井県本部は、昭和48（1973）年に発足。
現在事務局を福井放送に置き、日頃からラ
ジオやテレビを通して、運動の普及と理解
促進に取り組んでいるところです。
　本年、お陰様で50周年の節目を迎えるこ
とができました。これはひとえに中央本部
のご支援はもとより県内7支部の皆様の地
道な活動と賛助企業のご協力の賜物と深く
感謝しております。
　そして、令和6（2024）年３月に、北陸
新幹線が金沢から福井・敦賀へ延伸する大

きな変革のチャンスを迎えるにあたり、
県外から訪れるたくさんのお客様を「心
からのおもてなし」でお迎えしようと
様々な準備をしているところです。その
根底にある「相手を思いやる心」は「小さ
な親切」運動で培ってきたものであり、
今、これを実践していくことが我々の責
務だと思っています。
　この度の受賞が福井県本部と県内7支
部の全会員の大きな励みとなって、福井
から「小さな親切」の心を一歩一歩広げて
いけるよう努めてまいります。どうか、
これからも皆様のお力添えを賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。

　私が大所帯の家に嫁いだの
は、昭和の後半、２０歳になっ

たばかり。

怖い物知らずで、下宿人が数人
居る家を任され、不慣れでただ

ただ動き

回り、汗ばんで不器用に働いて
いた。

　庭先の借家に住んでいたおば
さんは、我が家の事情を呑み込

んでいる

人で、義母の毛染めや下宿人
の洗濯物の取り込みなどを手際

よく手伝っ

てくれた。娘たちの子守りや様
々な行事を、家族の一員の様

にこまこまと

動いてくれた。

　ある日、草取りをしている私に
遠慮がちに、

「終い湯でいいんだよ。お風呂
を使わせてもらえないかな。週

に一度でも

いいからさ。お義母さんに頼ん
でみてくれないかね」

と頼まれた。

　おばさんの家にはお風呂がな
いので銭湯に行き、夏は夜にタ

ライで行水

をしているのを見かけた事があっ
た。終い湯に入れたら、冬の寒

い日に銭

湯に行かないで済む。名案だ
！　早速義母に相談し、承諾が

もらえ嬉し

かった。

　初めておばさんが終い湯に入
った日、風呂の戸締りに行って

びっくり。

窓ガラスはピカピカ、廊下もつや
つやになっていた。

　数年後、おばさんは故郷青森
の下北に帰った。

　私も大人になって分かった事が
ある。あの時の「終い湯」の件

は、おば

さんが「入りたい」のではなく、
不慣れで、戸惑いながら働いて

いた私を

助けて、仕事の一つでも減らして
あげようとした親切心だったのだ

と。

　ある日、「歳をとって淋しいよ
。会いたいよ」と電話があった。

あの時の

「ありがとう」をたくさん言いたく
て、お礼に娘たちも同行して大間

を訪ねた。

　鮪をたっぷりとご馳走になった
夜は、「ありがとう」合戦で更け

ていった。

CMはこちらから

　
こ
こ
ろ
の
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト「
第
39

回
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
は
今
年
も
、

小
学
生
か
ら
90
代
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
か

ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
心
か
ら
伝
え
た
い
あ

り
が
と
う
」。
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と

の
交
流
や
外
出
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
学
校
生
活
や
日
常
を
振
り
返
り
、

改
め
て
身
近
な
人
へ
感
謝
を
伝
え
る
作
品
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と

な
っ
た
今
年
は
帰
省
や
旅
行
を
す
る
人
が
増

加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や
場
所
で
の
心
温

ま
る
体
験
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
過
去
の
出
来
事
を
思
い
返
し
綴
る

作
品
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
幼
い

頃
、
若
い
頃
に
は
気
が
つ
か
ず
、
年
を
重
ね

る
と
見
え
て
く
る
気
づ
か
い
や
思
い
や
り
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
最
高
賞
に
輝
い
た
作
品
は
、
筆
者

が
20
歳
の
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
嫁
い
だ

ば
か
り
で
下
宿
の
切
り
盛
り
を
任
さ
れ
た
筆

者
。
タ
イ
ト
ル
の「
終し

ま

い
湯
」と
は
、
み
ん

な
が
入
り
終
わ
っ
た
後
、
一
番
最
後
に
入
る

お
風
呂
の
こ
と
で「
仕
舞
い
湯
」と
も
書
き

ま
す
。
文
中
の「
下
宿
」「
タ
ラ
イ
」「
銭
湯
」

「
行
水
」の
言
葉
と
と
も
に
、
昭
和
の
暮
ら

し
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　
青
森
出
身
の
お
ば
さ
ん
の
も
つ＂
東
北
の

方
の
温
か
い
人
情
〟が
、
読
む
者
の
心
を
潤

し
て
く
れ
る
作
品
で
す
。

昭和のこころ
にみる

こころのエッセイコンテスト
「第３９回はがきキャンペーン」
後	援：日本郵便株式会社・読売新聞社
協	賛：株式会社河出書房新社
応募総数：1,938編

※入賞・入選者はWEBサイトで発表
いたします。また、入賞・入選作品
は、来年2月中旬発行の「令和５年
度作品集」に掲載します。

［審査員より］
懐かしい昭和のふれあい。
60年たっても色あせない
思い出が、その語り口か
ら一層際立っています。

大賞
受賞作品
紹介


